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固
心
院
い
く
さ
墓 
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入
来
麓
史
跡
探
訪
（
１
） 

 
入
来
麓
武
家
屋
敷
群
の
中
心
部
か
ら
直
線
距
離

に
し
て
六
～
七
百
メ
ー
ト
ル
南
南
西
の
と
こ
ろ
に
あ

り
ま
す
。
生
前
に
死
後
の
七
七
忌
ま
で
の
供
養
を
な

す
こ
と
を
逆
修
ま
た
は
予
修
と
い
い
ま
す
。 

こ
こ
に
あ
る
多
数
の
石
塔
は
そ
の
大
部
分
が
戦

国
時
代
の
入
来
院
武
士
が
出
陣
前
に
自
分
の
予
修
塔

と
し
て
造
立
し
も
の
で
、
昔
か
ら
「
い
く
さ
墓
」
と

通
称
さ
れ
て
き
ま
し
た
。 

塔
型
は
宝
塔
、
宝
筮
印
塔
な
ど
が
多
く
、
領
主
塔

も
七
つ
ほ
ど
確
認
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
地
に
固
心

院
の
前
身
で
あ
っ
た
宗
栄
寺
が
創
建
さ
れ
た
の
は 

十
六
世
紀
中
葉
の
頃
だ
と
推
定
さ
れ
ま
す
。 

 

春
時
雨
ざ
わ
め
き
を
聞
く
い
く
さ
墓 

渡 
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